
	 

	 	 	 

	 《大学共同利用機関とは》	 

	 	 	 	 Inter-University Research Institute Corporation	 
◎	 ４つの大学共同研究利用機関法人	 

人間文化研究機構	 

国立歴史民俗博物館［歴博］（千葉県佐倉市）	 

国文学研究資料館［国文研］（立川市）	 

国立国語研究所［国語研］（立川市）	 

国際日本文化研究センター［日文研］（京都市）	 

総合地球環境学研究所［地球研］（京都市）	 

国立民族学博物館［民博］（吹田市）	 

情報・システム研究機構	 

 国立極地研究所・国立情報学研究所・統計数理研
究所・	 国立遺伝学研究所	 

自然科学研究機構	 

 国立天文台・核融合科学研究所・基礎生物学研究	 
	 所・生理学研究所・分子科学研究所	 

高エネルギー加速器研究機構	 

	 素粒子原子核研究所・物質構造科学研究所・加速	 

	 器研究施設・共通基盤研究施設	 

◎大学共同利用機関の役割 
・研究者コミュニティによって運営され，国内外の

研究者に研究の場を提供し，全国の国公私立大学の

研究者のための学術研究の中核的研究拠点として

先端的な共同研究を行う。これにより，我が国の学

術研究の発展に重要な貢献を行う。	 

	 【注】「共同研究」とは，大学間・機関間	  
	 (inter-university)の共同研究（すなわち，研究所が	  
	 中心になり，国内外の大学・研究機関との 
 

 
 
collaboration [共同・協業・協力・連携] によって 
行う研究体制）のこと。 
 

１.	 日本が世界に誇るトップレベルの研究機関 
	 独自性と多様性を持ちながら，それぞれの研究分

野における中核的研究拠点（COE：Center of 
Excellence）として，重要な研究課題に関する先導
的研究を進める世界トップレベルの研究機関で，海

外の研究機関や研究者との協力・交流を推進し国際

的中核拠点としての役割をも果たす。	 

２.	 世界に類を見ない我が国独自のシステム	 

	 各機関は，外部の研究者を含む運営会議や各種の

委員会を設置し，研究者コミュニティーに開かれた

運営を行う。また，大学の研究者との共同利用・共

同研究を円滑に行うため，教員制度，中期目標・中

期計画などの運営・評価は国立大学法人に準じたシ

ステムをとる。 

３.	 高度な大学院教育への参加	 

	 総合研究大学院大学（略して総研大）の基盤機関

として，高度な大学院教育を担い，また，国公私立

大学の大学院生を受入れ，大学院教育に協力。	 

	 

	 《大学共同利用機関としての国語研》	 

◎	 1948年 12月に発足し，独立行政法人を経て，	 

	 	 	 2009 年 10 月 1 日に大学共同利用機関	 

◎	 基本的な考え方（2009年 9月，新日本語研究機関

設置準備委員会）	 

 1. 日本語を世界の諸言語の中に位置づけ，その特 

質と普遍性の研究を推進する国際的研究拠点とする。 

 2. 現代日本語を中核とし，歴史研究を含む言語研究

諸領域を包括する。 

 3. 日本語以外の言語研究や関連する分野との共同

研究の推進を図る。 

 4. 大学を中心とする国内外の日本語研究者・日本語

教育研究者に開かれた協業の場として運営。 
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◎名称：「国研」から「国語研」へ	 

	 国立国語研究所（略称，国語研）；すなわち言語	 

	 	 の研究所	 

	 英語名 National Institute for Japanese  
    Language and Linguistics (略称，NINJAL) 
	 	 

《日本語研究への２つのアプローチ》	 

 
 

《国語研の活動》 	 

	 重	 点	 の	 置	 き	 方	 	 

・学術的先進性（学界を牽引する共同研究）	 

・国際性（国内から世界へ）	 

・社会貢献（研究成果を一般社会に還元）	 

・次代を担う若手研究者の育成	 

	 

	 国	 語	 研	 の	 強	 み	 

	 ・日本語研究に対する多角的な視点（ウチからと	 

	 	 ソトから）	 

	 ・言語研究と言語処理・情報学との融合	 

この２つによって，一般の大学には見られない	 

独自の活動を推進。	 

1.	 日本語資源のコーパス化と公開	 

	 現代語のほか，歴史，（危機）方言，日本語学習	 

	 者などのコーパス（計画中）を構築・公開するこ	 

	 とにより，日本語の将来を確固たるものにする。	 

2.	 日本語研究の国際化	 

	 	 海外研究機関との連携，外国出版社との協定，	 

	 国際シンポジウムの開催により，日本語研究の国	 

	 際的存在感を高める。	 

3.	 研究情報・研究資料の収集とオンライン提供	 

	 各種の情報・資料を提供することによって，研究	 

	 者コミュニティの研究促進に資する。	 	 

	 

Ａ	 共同研究の体制	 	 

 1.	 外部機関の参加	 
	 共同研究員	 合計 461 名（2013 年度） 
	 共同研究員の所属機関	 合計 205 大学・機関	 	 

	 （国内 166 機関［国立大学 54，公立大学 17，	 

	 	 私立大学 79，その他の公的研究機関 16］，	 

	 	 外国 39 機関）	 

	 2.	 共同研究のタイプ	 

・国語研独自の共同研究	 

	 基幹型	 	 19 件（終了分も含む）	 

	 領域指定型（外部リーダー）8件（終了分も含む） 

  独創・発展型 8 件（終了分も含む） 

	 萌芽・発掘型	 10 件（終了分も含む） 

 

 具体的な共同研究プロジェクト（詳細は『要覧』及び 

 ウェブサイトを参照） 



 

・人間文化研究機構の連携研究 

 大規模災害と人間文化研究 

	 海外に移出した仮名写本の緊急調査 
  日本関連在外資料の調査研究  

 アジアにおける自然と文化の重層的関係の歴史的 

  解明 

 日本列島・アジア・太平洋地域における濃厚と言語の 

  拡散	 

	 

Ｂ	 共同研究の国際化，国際発信	 	 

１	 欧米・アジアの第一級の研究機関と研究協力	 

 ・マックスプランク進化人類学研究所（2010年~） 

 ・オックスフォード大学日本語研究所（2010年~） 
 ・台湾・中央研究院	 語言学研究所（2014年 3~） 

2	 各種の国際シンポジウムの開催	 

 ・共同研究や研究協力による国際シンポジウム 

 ・海外に拠点を持つ国際会議の招致 
3	 英文研究書の国際出版	 

・ドイツ・Mouton社からのオファーにより，国語
研の研究成果を世界に発信するための包括的協定

を締結（2012年）。 

	 出版計画 

	 ・Masayoshi Shibatani  
    and Taro Kageyama  
    (series editors),    
   Handbooks of  
   Japanese Language  
   and Linguistics Series 
  （全 11巻）を 
   2014年から順次刊行。 
 ・他にも共同研究の成果を論文集として順次刊行。 

4	 	 外国人教授の登用，外国人外来研究員の受入	 

	 

Ｃ	 共同利用	 	 

国語研の各種リソース（設備・施設，頭脳リソース，

研究資料・研究情報等）を研究者コミュニティに提

供し，国内外の研究の促進に役立てる。	 

1 研究成果の刊行（ウェブ発信）	 

	 ・『NINJAL プロジェクトレビュー』	 

	 ・『国立国語研究所論集』	 

	 ・『国立国語研究所研究報告』	 

	 ・『NINJAL フォーラムシリーズ』	 

	 ・旧国立国語研究所（2009.9 以前）の刊行物は，	 

	 	 	 原則的に総てを PDF 化して，ウェブ公開	 

	 



2	 	 日本語資源・研究情報の公開（ウェブ発信）	 

	 

	 ・現代日本語書き言葉均衡コーパス（BCCWJ） 
	 ・形態素解析辞書 UniDic 
	 ・日本語歴史コーパス平安時代編 
	 ・日本語話し言葉コーパス 
	 ・明六雑誌コーパス 
	 ・太陽コーパス 
	 ・超大規模コーパス（100億語規模）構築中 
	 ・NLB (NINJAL-LWP for BCCWJ)  
	 ・Webデータに基づく用例データベース 
	 ・複合動詞レキシコン（国際版） 
	 ・寺村誤用例集データベース 
	 ・米国議会図書館所蔵『源氏物語』画像・翻字 
  ・研究所所蔵貴重資料の画像公開（『金剛頂一切	 
	 	 如來眞實攝大乘現證大教王經』，『古今文字讃』，	 

	 	 『聖遊郭（雪月花）』その他の歴史的資料）	 

	 ・日本語研究・日本語教育文献データベース 
	 ・雑誌『国語学』全文データベース 
	 ・国立国語研究所所蔵文献目録データベース 
	 ・日本語学習者発話コーパス(C-JAS) 
	 ・日本言語地図 
	 ・方言文法全国地図 
	 その他，多数	 

3	 専門家向けイベントの開催	 

	 ・国際シンポジウム 
	 ・共同研究プロジェクトの公開研究発表会 

	 ・NINJALコロキウム／講演会 
	 ・NINJALサロン	  
 

Ｄ	 一般社会への貢献，成果の社会還元	 	 

１ 研究成果を一般社会へ還元するためのイベント 

	 ・一般向け公開学術フォーラム（毎年 1 回程度）	 

	 	 第１回	 日本語研究の将来（2009.10）	 

   第２回	 日本語教育における教育と研究の融合	 	 

	 	 	 	 	 	 -	 過去と未来を繋く-	 （2010.3）	 

	 	 第３回	 日本の方言の多様性を守るために	 

	 	 	 	 	 	 （2010.12）	 

	 	 第４回	 日本語文字・表記の難しさと	 

	 	 	 	 	 	 おもしろさ	 (2011.9)	 

	 	 第５回	 日本語新発見̶世界から見た日本語̶	 	 

	 	 	 	 	 	 (2012.3)	 

	 	 	 第６回	 グローバル社会における日本語の	 

	 	 	 	 	 	 コミュニケーション	 ‒日本語を学ぶ	 

	 	 	 	 	 	 ことはなぜ必要か̶	 (2013.3)	 

	 	 第７回	 近代日本語は。。。(2014.3 予定) 

	 ・地方自治体の協力による学術セミナー（共同研	 

	 	 究プロジェクトにより，全国各地で随時開催）	 

	 ・研究所の一般公開（毎年 10 月）	 

	 ・「ニホンゴ探検」（小学生向け）毎年 7月	 

	 ・ジュニアプログラム（子供向けの出前授業）	 

	 ・中学生・高校生向	 

	 	 け職業発見プロ	 

	 	 グラム	 

	 ・人間文化研究機構	 

	 	 全体の公開講演会	 

	 ・立川市教育委員会（歴史民俗資料館）との連携	 

	 	 による講演会	 

2	 	 一般向け解説書・啓蒙書の出版	 

	 （別紙	 「著書一覧」を参照）	 

	 

Ｅ	 若手研究者育成，大学院教育への協力	  

1	 一橋大学との連携大学院	 

2	 	 特別共同利用研究員（外部資金による国内外の	 

	 	 大学院生を受け入れて指導）	 

3	 NINJAL チュートリアル	 

	 	 全国の大学院	 

	 生・若手研究者に	 

	 国語研の各種リ	 

	 ソースを活かした	 	 

	 最新の研究成果や 
	 研究方法を教授	 

3	 危機方言フィールドワーク	 指導プログラム	 

4	 コーパスを使用するための講習会	 


